
道の駅るもい屋内交流・遊戯施設（仮称）について

親子や家族で時間を過ごせるくつろぎの「空間」と地域特産品等の「魅力」を発信する道の駅の新たな「交流拠点」

新施設のコンセプト

１）親子や家族連れをターゲットとした、遊びの空間を創出

「はねる」「のぼる」「すべる」など、高い天井や窓から広がる緑の公園を眺めながら、自由に思いっきり体を使いながら想像力を育み、子どもが主役で遊びを楽しめる
メインのフリースペース「遊戯ひろば（仮称）」のほか、子どもの発達段階に合わせ、安全に遊びを楽しめるエリアを設け、幼児から小学生までの子どもが、天候に

左右されずに保護者と一緒に安心して遊びを楽しむ空間とします。

２）観光客や近隣からの来訪者に、市内の観光、遊び場、飲食、買い物などの情報を提供

「高規格幹線道路深川・留萌自動車道」の終点となる留萌ＩＣや中心市街地、重要港湾留萌港との近接する立地環境を活かし、公園管理棟内の「コンシェルジュ」による
地域情報の発信に加え、デジタルコンテンツなどを用いた「観光」や「地域資源」、「買い物」や「街なか」等の情報発信を行うことで、道の駅を出発点として、回遊性を

持たせながら、街なかや管内への誘導に繋げます。

３）カフェ、休憩場所、アンテナショップを併設し、地域住民や観光客との交流の場のほか、子どもイベント広場として開放

地域住民や観光客など、世代を問わず、幅広い来訪者が自由に立ち寄り、施設内のカフェや道の駅のテイクアウト品などを持込み、休憩できる公共スペースの設置や、ア
ンテナショップを併設し、道の駅るもいのオリジナルグッズのほか、地域性の高い特産品や南るもい米、産直野菜や果樹などの農産品、地域住民のハンドメイド品などを中
心に販売し、留萌の「広告塔」として地域ブランドを発信します。
また、遊戯施設を活用したイベントのほか、公園施設とも連携した子ども向けの催しなども検討します。

「屋内交流・遊戯施設（仮称）」の基本コンセプト

【イメージパース図】
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※施設外観デザイン等は変更になる場合もあります。



【施設配置イメージ】
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面積

アンテナショップ、交流休憩
スペース等

243㎡

遊戯ひろば（仮称） 381㎡

共用部 160㎡

784㎡

項　目

延べ床面積

●事業費等

・道の駅るもい整備事業(施設整備に係る主な経費)
工事費（建設工事、設備工事、電気工事） ５１１,０００千円
施工事管理委託料 ７,１６１千円
備品購入費（可動式遊具、什器類等） １３,０００千円
消耗品費 300千円

計 ５３１,461千円



「道の駅るもい」屋内交流・遊戯施設「遊戯ひろば」（仮称） 設置遊具案

施設のコンセプトである「親子や家族連れをターゲットとした、遊びの空間の創出」に向け、保護者が安心して見守りながら、幼児から小学生までの
子どもたちが、家庭で遊ぶことのできない遊具などを使って、自由に体を動かし「バランス感覚を育む」、「体力を育む」「想像力を育む」、「安全・
安心に遊ぶ」の４つの視点で遊びを楽しむ空間づくりを行っていきます。

「遊戯ひろば」の機能

区分 コンセプト 導入遊具（案）

アクティブゾーン

バランス感覚を育む
はねる、転がる エアートラック

ぶら下る、くぐる
コンビネーション遊具

体力を育む 登る、滑る クライミングウォール
バンク（木製）

想像力を育む 自由な遊び 汽車、プレイハウス など

クリエイティブ
ゾーン

想像力を育む 自由な遊び
大型ブロック
マグネットウォール
木製遊具 など

共 通 安全・安心に遊ぶ 見守り
見守りスペース
安全マット など

・アクティブゾーンには、バンクやクライミング

ウォールのほか、様々な遊びができる複合遊具

をメインにはねる・登る・滑るなど体を動かす

ものや子どもの豊かな想像力につながる遊具を

設置。

・保護者が幼児と遊びながら上の子を見守れるよ

うベビーコーナーはアクティブゾーンの中に設

置。

・クリエイティブゾーンには大型ブロックなど、

その場にある材料を使い想像力を養うことがで

きる遊具を配置。

・子どもを見守ることができるよう遊具周辺に保

護者の休憩スペース（ベンチ）を設置。

【アクティブゾーン】

【クリエイティブゾーン】
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